
 

令和２年 12 月 10 日 

国 税 庁 

 

「酒類の保存のため物品を混和することができる酒類の品目等を定める等の件（平成

９年国税庁告示第５号）」の一部を改正する告示案等に対する意見募集について 

 

酒質矯正、酸化防止、清澄化等の目的で、酒類の保存のため酒類に混和することが

できる物品については、酒税法施行規則第 13 条第８項第３号の規定により、国税庁長

官が指定し、告示しています（酒類の保存のため物品を混和することができる酒類の

品目等を定める等の件（平成９年国税庁告示第５号））。 

今般、ぶどうを主原料とした果実酒及び甘味果実酒に混和することができる物品とし

て、微結晶セルロース、酵母自己消化物、酵母細胞壁及び不活性酵母を指定すること

とし、当該告示の改正案及び物品の使用目的等を定めた法令解釈通達（「酒類保存のた

め酒類に混和することができる物品」の取扱いについて（法令解釈通達））の改正案を

取りまとめました。 

これについて、御意見がありましたら、下記により御提出ください。  

 

記 

 

１．意見募集対象 

「告示改正案（新旧対照表）」及び「通達改正案（新旧対照表）」（別紙参照） 

 

※ 告示及び法令解釈通達の全文、並びにその他の関連する法令については、以

下の URL から御参照ください。 

  （告示） 

https://www.nta.go.jp/law/tsutatsu/kobetsu/kansetsu/970423/01.htm 

（法令解釈通達） 

https://www.nta.go.jp/law/tsutatsu/kobetsu/kansetsu/970423-2/01.htm 

  （酒税法） 

https://elaws.e-gov.go.jp/search/elawsSearch/elaws_search/lsg0500/deta

il?lawId=328AC0000000006 

  （国税庁所定分析法） 

https://www.nta.go.jp/law/tsutatsu/kobetsu/sonota/070622/01.htm 



 

２．意見の提出方法 

下記の記載事項を明記の上、以下に掲げるいずれかの方法で提出してください。 

(1) 電子政府の総合窓口（e-Gov）を使用する場合 

  電子政府の総合窓口（e-Gov）の意見提出フォームから提出してください。 

(2) 郵送による場合 

  〒100－8978 

東京都千代田区霞が関３－１－１ 

国税庁課税部鑑定企画官（添加物担当） 宛 

（封筒等の表面に「『酒類の保存のため物品を混和することができる酒類の品目

等を定める等の件』に対する意見」と記載願います。） 

(3) ＦＡＸによる場合 

  ＦＡＸ番号：０３－３５８１－４１８２ 

※ 電話での御意見はお受けしかねますので、あらかじめ御了承ください。  

（記載事項） 

１ タイトル「『酒類の保存のため物品を混和することができる酒類の品目等を定

める等の件』に対する意見」と記入してください。 

２ 氏名（企業・団体の場合は、企業・団体名、部署名及び担当者名） 

３ 住所 

４ 電話番号 

５ 御意見及びその理由 

（どの部分についての御意見か、該当箇所が分かるように明記してください。） 

 

３．意見募集期間 

令和２年 12 月 10 日（木）から令和３年 1 月 15 日（金）まで 

 ※ 郵送の場合は同日必着 

 

４．御意見の提出上の注意 

※ 御意見は、日本語で御提出ください。 

※ 御意見については、提出者の氏名及び連絡先等、個人を特定できる情報を除き、

そのまま公表させていただく場合もありますので、あらかじめ御了承ください。 

※ 御記入いただいた氏名、住所及び電話番号は、御提出いただいた御意見の内容

に不明な点があった場合等の連絡のために利用します。 

 

 


